
千羽鶴の作り方 
 

 

 

★ 用意するもの 

 

 

 

＋ 

◆折り鶴   ◆はさみ 

◆針と糸（刺しゅう糸太口） 

 

 

 

 

◆鶴の留め具になるもの 

例）・布の切れ端 

  ・ストロー 
  ・ボール紙（薄い紙は、糸が貫通してしまうのでおすすめできません） 

【１】 鶴のお腹から糸を通します 

  細い針に糸を通し、鶴のお腹から背中へ向かって糸を通します 

     鶴が開きすぎて、癖がつかないように注意！ ！ 

   

【２】 留め具でしっかり下を留めます 

  留め具が外れてしまうと、鶴が糸から抜けてしまう 

ので、しっかり確認しましょう 

 

 

【３】 ２羽か３羽糸を通したら、鶴と鶴を重ねるようにくっつけて隙間が無いようにまとめます 

  

【４】 25 羽すべて通し終えたら、一番上の鶴に留め具をつけて１本完成です 

※ 最後にまとめるために 30 ㎝ほど糸を残して、糸を切ってください 

 

 

 

 
 

 

 

 

完  成 

隙間をなくして、首とお尻の向きをそろ

えてから、下の首を上の首に、下の尾を上

の尾に重ねるときれいにできるい～わ 

 

【糸の長さの目安（15㎝四方の折り紙でつくった鶴を 25羽束ねる場合）】 

① 糸を 240㎝とってください。 

② ①の糸を針に通して、二重にしてください。一重にすると、糸が切れてしまいます。 

・25 羽×40 本 
・50 羽×20 本 

  で千羽鶴がつくれます 


